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　クス／中高生がスキー大会で大活躍

【今月の表紙】

１月８日に行われた猪苗代保育所の団子
挿し。ミズキの木に団子を挿すのは、さ
くらＢ組の鈴木萌果ちゃん。先生に見守
られながら、願いを込めて丁寧に団子を
挿しました

色とりどりのだんごなどを飾りつける児童鈴木康平さん（３年）

玄関で鳥追いの歌を歌う小平潟地区の子どもたち

　

１
月
10
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、

町
内
の
各
地
区
で
「
歳
の
神
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
町
地
区
の
歳
の
神
は
１
月

11
日
、
同
地
区
内
の
田
ん
ぼ
で
行
わ

れ
、
地
区
住
民
が
五
穀
豊
穣
や
無
病

息
災
、
厄
払
い
な
ど
を
願
っ
て
た
き

あ
げ
ま
し
た
。

　

住
民
た
ち
は
振
る
舞
わ
れ
た
豚
汁

や
み
か
ん
を
味
わ
っ
た
り
、
持
ち

寄
っ
た
餅
や
す
る
め
を
焼
い
て
食
べ

た
り
し
て
、
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

地
区
の
青
年
会
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
る
同
地
区
の
「
歳
の

神
」。
も
と
も
と
は
15
日
に
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
仕
事
の
都
合
で
、
休

日
で
な
い
と
参
加
で
き
な
い
人
た
ち

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

十
数
年
前
か
ら
休
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
と
し
の
歳
の
神
に
は
、
昨
年
途

中
か
ら
同
地
区
で
合
宿
生
活
を
送
る

猪
苗
代
中
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
も

参
加
。
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
住
民
ら
と
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 小

正
月
の
伝
統
行
事

１
月
、
町
内
の
各
地
区
や
施
設
な
ど
で
「
歳
の
神
」
や
「
団
子
挿
し
」
な
ど

小
正
月
の
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

歳の神

　

翁
島
小
学
校
の
１
年
生
と
３
年
生

合
わ
せ
て
25
人
は
１
月
９
日
、
野
口

英
世
記
念
館
内
の
博
士
の
生
家
で
、

豊
作
や
家
内
安
全
な
ど
を
祈
る
伝
統

行
事
「
団
子
挿
し
」
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

野
口
英
世
記
念
会
の
八
子
弥
寿
男

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
同
館
の

鬼
多
見
浩
さ
ん
が
だ
ん
ご
の
色
ご
と

に
込
め
ら
れ
た
願
い
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
そ
の
後
、
児
童
ら
は
居
間
に

設
置
さ
れ
た
大
き
な
ミ
ズ
キ
の
木

に
、
紅
白
や
緑
・
黄
色
な
ど
色
と
り

ど
り
の
団
子
を
挿
し
、
ふ
な
せ
ん
べ

い
な
ど
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

　

同
館
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
統
行
事
に
触
れ
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
団
子
挿
し
と
節
分
の
豆
ま

き
に
、
同
校
の
児
童
を
招
待
し
て
い

ま
す
。

　

農
作
物
を
鳥
害
か
ら
守
り
、
豊
作

を
祈
願
す
る
小
平
潟
地
区
の
「
鳥
追

い
」は
１
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
年
長
児
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
合
わ
せ
て
６
人
が
、「
こ

ん
ば
ん
は
。
か
っ
か
で
ー
す
」
と
同

地
区
内
の
家
を
一
軒
一
軒
回
り
、
元

気
に
鳥
追
い
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
ど
こ
の
鳥
追
い
だ
、
長

者
さ
ま
の
鳥
追
い
だ
、
雀
の
頭
を
８

つ
に
割
っ
て
、
こ
だ
ら
に
ぶ
ち
こ
ん

で
、
鬼
ケ
島
さ
追
い
流
せ　

あ
っ

ち
ゃ
ほ
ー　

あ
っ
ち
ゃ
ほ
ー
」

　

現
在
、
町
内
で
鳥
追
い
を
行
う
の

は
数
地
区
の
み
で
、
同
地
区
の
鳥
追

い
は
、
も
と
も
と
男
の
子
だ
け
で

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
子
化
に

よ
り
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
現
在
で
は
女
の
子
も
参
加

し
て
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 歳の神に参加し、住民たちと交流を深めた猪苗代中女子バドミントン部

の部員たち（前列）

（１月 11 日、名古屋町地区）

※「かっか」　鳥追いのこと

※

飾
り
付
け
が
七
福
神
で

う
れ
し
か
っ
た
。
工
作

が
上
手
に
で
き
る
よ
う

に
願
い
を
込
め
て
団
子

を
挿
し
ま
し
た
。

佐藤瑠吏さん（３年）

名古屋町青年会長　山内賢さん

当地区は 200 以上の世帯がある地区で
すが、歳の神の参加者が少なくなった時
期もあったようです。今は子どもからお
年寄りまで大勢集まりますが、それは、
豚汁やみかんを振る舞うなどして先輩方
が工夫してきた結果です。今後もたくさ
んの人が来てくれる催しとして続いてい
くよう、努力していきたいです。

団子挿し（1 月９日、野口英世記念館）

鳥追い（1 月 14 日、小平潟地区）
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鳥
追
い
に
参
加
す
る
の

は
、
こ
と
し
で
４
回
目

で
す
。
夜
に
み
ん
な
で

歩
け
る
の
が
楽
し
い
で

す
。
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成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

晴れの日を迎えた   新成人からひと言

　

平
成
27
年
の
町
成
人
式
は
１

月
11
日
、
学
び
い
な
で
行
わ
れ
、

男
子
75
人
、
女
子
66
人
の
計

１
４
１
人
が
新
成
人
と
し
て
晴

れ
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
前
後
公
町
長
が
「
お

世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

若
さ
と
情
熱
、
揺
る
ぎ
な
い
信

念
を
持
っ
て
、
自
ら
の
人
生
を

切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と
式
辞

を
述
べ
た
後
、
町
内
６
地
区
の

代
表
者
に
そ
れ
ぞ
れ
成
人
証
書

と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

長
沼
一
夫
町
議
会
議
長
、
小

檜
山
善
継
県
議
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
成
人
代
表
の
春
日
部
裕

之
さ
ん
が
「
多
く
の
人
た
ち
と

の
絆
を
一
層
大
切
に
し
、
共
に

見
つ
め
合
い
、
語
り
合
い
、
育

み
合
い
な
が
ら
自
分
が
選
ん
だ

道
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
色
と
り
ど

り
の
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
旧

友
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
記

念
撮
影
な
ど
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

月輪・長瀬・吾妻地区の新成人

1_ 建築士を目指しています。大人としての
自覚を持って頑張っていきたいです（倉上勇
希さん＝左から２人目）、地域の人たちや家
族の支えがあって、今日を迎えることができ
ました。猪苗代人としての誇りを持ち、世の
中のために頑張っていきたいです（関和貴弘
さん＝左から３人目）
2_ 子どもがいるので、ちゃんと育てられる
ように頑張っていきたいです（小檜山輝さん
＝左）、ことし２人目の子どもが生まれます。
大変だと思いますが頑張っていきたいです

（妻の若奈さん＝右）
3_ スポーツインストラクターを目指し、専
門学校に通っています。来年就職なので頑張
ります（遠藤祐太さん＝左下）、いろいろな
意味で自立できたらと思っています。私立の
高校へ行き、親に負担を掛けたので少しずつ
恩返ししていきたいです（野崎涼太さん＝右
から２人目）
4_ 大人としての責任と自覚を持って頑張っ
ていきたいです。両親にはいろいろと迷惑を
掛けたので、これから恩返しをしたいです（小
林歩実さん＝左）、来年、メキシコに留学す
る予定です。将来は大使館の職員など、国際
協力にかかわる仕事に就きたいです（大髙彩
果さん＝右）

1_ 誓いの言葉を述
べる春日部裕之さん
2_ 町長から成人証
書と記念品を受け取
る加藤美希さん
3_ 記念撮影する新
成人たち。振り袖に
負けないくらい華や
かな笑顔です

43

2

1

32

1猪苗代・翁島・千里地区の新成人
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

縁起物などを求め長蛇の列

　新春恒例の初市「十三日市」は 1 月 13 日、中央通り商店街で
開かれました。オープニングセレモニーでは、神事、鏡開きや町
芸能保存会による太鼓演奏の後、先着 150 人に福袋がプレゼン
トされました。通りには起き上がり小法師、風車やだるまなどの
縁起物や飲食物の露店が並び、多くの買い物客でにぎわいました。
小学校の児童や幼稚園児たちも先生らと一緒に訪れ、あめを買っ
たり、くじを引いたりして初市の雰囲気を満喫していました。露店で起き上がり小法師を選ぶ児童

新春恒例の十三日市が開催される

町の教育振興に役立てて

　除夜の鐘つき実行委員会は１月 30 日、教育振興事業協力金と
して町に 10,608 円を寄付しました。本町５区青年部の有志など
でつくる同実行委員会は、昨年大みそかに亀ケ城址の鐘つき堂で
２年ぶりに除夜の鐘つきを実施。寄付金は、鐘つきに訪れた人た
ちから寄せられたものです。贈呈のため町役場を訪れた渡部大介
実行委員長と長谷川裕希副委員長は「鐘つきが何十年と続いてい
くように、これからも頑張っていきたい」と話しました。 前後町長に寄付金を手渡す渡部実行委員長（中央）ら

除夜の鐘つき実行委員会が町に寄付

音楽を通じて復興を支援

　猪苗代吹奏楽団は１月 30 日、震災復興支援協力金として町に
21,600 円を寄付しました。この寄付金は、昨年 12 月 13 日に学
びいなで開かれた「いなわしろ音楽祭」の来場者から募ったもの
で、同楽団は、毎年チャリティーコンサートを主催し、町に寄付
しています。
　贈呈式は同日、町役場で行われ、齋藤直団長、阿部達也副団長
と指揮者の渡部鶴雄さんが前後公町長に手渡しました。 前後町長に寄付金を手渡す齋藤団長（左から２人目）ら

猪苗代吹奏楽団が町に寄付

「猪苗代のギャラリー」が正賞

　環境に調和し、景観上優れた建築物をたたえる第 31 回県建築
文化賞で正賞を受賞した「猪苗代のギャラリー」の施主、浅井甚
一郎さん（新町い）は１月 30 日、妻の紘子さん、設計者の柴崎恭
秀会津大学短期大学部准教授と共に町役場を訪れ、町長に受賞を
報告しました。「猪苗代のギャラリー」は、明治時代に建てられ、
東日本大震災で半壊した蔵を再生させたもので、歴史的・技術的
価値を生かしながら立て直した点が高く評価されたものです。

写真左＿正賞の栄誉に輝いた「猪苗代の
ギャラリー」
写真上＿受賞の報告に訪れた（右から）柴
崎さん、浅井甚一郎さん、妻の紘子さん

第 31 回県建築文化賞

　「ＫＦＢ・東邦銀行ふくしまの元気！応援
ＣＭ大賞 2014」の公開審査会は昨年 11 月
23 日、郡山市の郡山女子大建学記念講堂で
開かれました。
　県内の 38 市町村から 48 作品が応募され
た本年度のＣＭ大賞。本町からは、町商工会
青年部の皆さんが制作したＣＭを応募しまし
た。入賞こそなりませんでしたが、町の元気
や特産品などを大いにＰＲしました。
　監督を務めた渡部敏弘さんは「残念ながら
入賞することはできなかったが、みんなで力
を合わせて作ることができてよかった」、吉
野貴之部長は「たくさんの人がかかわったほ
うが楽しいし、いい作品ができると思う。今
後も多くの人に経験してもらいたい」と話し
ました。
　町のＣＭは、同局で今後 10 回放送されま
す。町ホームページでも見ることができます
ので、ぜひご覧ください。

ＣＭで町の元気を発信
ふくしまの元気！応援ＣＭ大賞 2014

写真上＿審査会のステージに上が
り、司会者の質問に答える町商工
会青年部の皆さん
写真右＿福島県迎賓館が舞台のＣ
Ｍ。お見合いする２人の会話に、
町の特産品や名所などが登場。床
の間には中ノ沢こけしが飾られて
いたり、あげまんじゅうがお茶う
けになっていたりと、細かいとこ
ろまでこだわっています

スキーを楽しみ、一生の思い出に

　猪苗代スキークラブは１月９日、町内に避難し小学校に通う児
童らにアルペンスキーセット一式を貸し出しました。東日本大震
災後、同クラブが毎年実施しているもので、今年は８人に貸与さ
れました。貸与式では同クラブの五十嵐憲雄会長が「猪苗代でス
キーを楽しみ、一生の思い出を作ってほしい。そして、将来また
猪苗代を訪れてもらいたい」とあいさつ。児童を代表して西山か
やのさん（猪苗代小４年）がお礼を述べました。貸与式に出席した皆さん

猪苗代スキークラブが避難児童にスキー用具貸与

年頭に無火災・無災害願う

　ことし 1 年の無火災、無災害などを祈願する出初め式は１月
６日、諏訪神社で行われ、町消防団幹部など約 50 人が出席し、
玉串をささげて町民の安全を祈願しました。神事の後、前後公町
長が「町民の生命財産を守るという崇高な使命の下、消防団の一
層の尽力を期待する」とあいさつ。五十嵐正義団長が「団員各位
が職務を全うする自覚を新たにし、地区住民の安全を守るととも
に、防火意識の高揚に努めてほしい」と団幹部らを鼓舞しました。

町消防団幹部らが出初め式を挙行

町民の安心、安全な暮らしを祈願しました
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　昨年 11 月からことしの１月にかけて、
町内の小学６年生を対象に租税教室が開か
れました。この教室は、税の大切さについ
て理解を深めてもらうため、会津若松税務
署や町税務課などが毎年実施しているもの
です。
　本年度の租税教室ではＤＶＤを上映。児
童たちが「税金は何のためにあるのか」「税
金がなくなったら生活はどう変わるのか」
などについて学びました。
　講師は、児童１人が６年間教育を受ける
のに約 500 万円掛かり、クラスの 20 人
分だと約１億円もの税金が使われていると
説明。最後には、講師が用意した１億円の
レプリカを児童一人一人が交代で持ち、そ
の厚みや重さを確かめました。

税金の大切さについて
理解を深める
町内の小学６年生を対象に租税教室

貴重な文化財を火災から守る

氏子による文化財拠出訓練の様子

文化財防火デー火災防御訓練

　町内の貴重な文化財を守り、後世に伝えるための文化財防火
デー火災防御訓練は 1 月 25 日、土津神社で実施されました。訓
練では、氏子による文化財搬出訓練、初期消火訓練、消防団員と
消防署員による消火訓練が行われました。訓練終了後、前後公町
長は「訓練の成果がいかんなく発揮され、有事の際の備えが万全
であると感じた。これからが最も火災が発生しやすい時期なので、
予防消防に尽力してもらいたい」と講評を述べました。

　静岡県三島市立坂小学校の児童は１月 22、23
の両日、本町を訪れ、翁島小学校の児童と交流し
ました。
　本町と同市は、東日本大震災後の平成 23 年か
ら交流を続けています。同市で開かれた伊豆マラ
ソン大会に、物産展と観光ＰＲ活動を実施したの
が始まりで、「風評被害解消の一助に」と本町に
ゆかりがある同市議会前議長の碓井氏の好意によ
り実現したものです。
　両市町による児童の交流は初めてで、今回は坂
小の４～６年生 48 人と翁島小の４、５年生 30
人が、国立磐梯青少年交流の家で１泊２日を過ご
しました。22 日は同所で両校の児童が対面。自
己紹介などを行った後、猪苗代スキー場で一緒に
スキーを楽しみました。23 日は翁島小の校庭で
雪だるまを作ったり、雪合戦をしたりして友情を
深めました。
　７月には、翁島小の児童が三島市を訪れ、坂小
の児童と交流を深める予定になっています。

雪遊びなどで友情深める
翁島小と静岡県三島市の坂小が交流

1,3_ 雪だるまを作る坂小の児
童。出来栄えの良さにご満悦
2_ スキーを体験する坂小の児
童。まずは片足からスタート

子どもたちに町のおいしい米を
学校給食に「いなわしろ天のつぶ」を導入

　町内の各小、中学校では昨年 12 月から、町のブランド米「い
なわしろ天のつぶ」を学校給食に導入しました。「天のつぶ」の
普及を図るとともに、子どもたちに町の農産物に親しんでもらう
ため、週３回の米飯給食時に提供しています。12 月 19 日、猪
苗代小では、児童たちが友達との会話を楽しみながら、おいしそ
うにご飯を頬張っていました。1 年生の小林久也さんは「給食で
町のおいしい米が食べられてうれしい」と笑顔を見せました。

写真上＿緑小で開か
れた租税教室の様子

（１月 13 日）
写真右＿１億円のレ
プリカを持つ翁島小
の児童。この日は授
業参観で、レプリカ
が登場すると、保護
者も目を輝かせてい
ました（昨年 12 月
９日）

公
園
な
ど
に
も
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

１
億
円
は
予
想
以
上

に
重
か
っ
た
で
す
。

左から高橋毅朗さん（翁島小
６年）、川井源雄さん（同）

税
金
が
な
く
な
る

と
、
自
分
た
ち
の
払

う
お
金
が
増
え
る
の

で
大
変
だ
と
思
い
ま

し
た
。

「いなわしろ天のつぶ」を頬張る猪苗代小の児童

3

2

1

猪苗代ふるさとかるたで町について楽しく学ぶ参加者

さまざまな活動を通し交流深める

　町では、平成 25 年度から高齢者サロン事業を実施しています。
現在、町内には７つのサロンがあり、高齢者の皆さんが集会所な
どに集まってお茶を飲みながら歓談したり、運動したり、歌を歌っ
たりと、さまざまな活動を楽しんでいます。１月９日に町老人福
祉センターで開かれた中ノ沢地区のサロン「湯の花十日会」では、
鈴木清孝さん（西舘）が猪苗代ふるさとかるたなどを使って町の
歴史などを説明し、参加者たちが町について理解を深めました。

町内で高齢者サロン事業を展開

青少年教育などへの尽力たたえる

小板橋所長から表彰状の伝達を受けた鬼多見さん（左）

鬼多見賢さんに文部科学省社会教育功労者表彰

　文部科学省の社会教育功労者表彰を受賞した鬼多見賢さん（三
城潟）への表彰状伝達式は１月 28 日、国立磐梯青少年交流の家
で行われ、小板橋昇所長が鬼多見さんに表彰状などを手渡しまし
た。この表彰は、長年にわたり同施設の教育事業に携わるなど、
青少年教育などに寄与した功績が認められたものです。鬼多見さ
んは「今までご協力、ご指導いただいた皆さんの代表として頂い
たもの。今後も社会教育に尽力していきたい」と話しました。
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伝
い
歩
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
家
中
を
歩
き
回
っ

て
は
い
た
ず
ら
し
て
い
る
と

い
う
咲
茉
ち
ゃ
ん
。「
最
近

は
、
お
も
ち
ゃ
入
れ
か
ら
お

兄
ち
ゃ
ん
の
ミ
ニ
カ
ー
を

取
っ
て
投
げ
る
の
が
マ
イ

ブ
ー
ム
み
た
い
で
す
」
と
パ

パ
の
陽
介
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　
「
表
情
も
豊
か
に
な
り
、

よ
く
笑
顔
を
見
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、

マ
マ
の
真
莉
さ
ん
。
実
家
の

両
親
は
そ
ん
な
咲
茉
ち
ゃ
ん

が
か
わ
い
く
て
仕
方
が
な
い

ら
し
く
、
よ
く
テ
レ
ビ
電
話

を
掛
け
て
く
る
の
だ
と
か
。

　

陽
介
さ
ん
の
実
家
「
ホ
ワ

イ
ト
ペ
ン
シ
ョ
ン
」
で
働
く

陽
介
さ
ん
と
真
莉
さ
ん
。
お

客
さ
ん
が
帰
る
時
、
お
兄

ち
ゃ
ん
の
蒼そ

空ら

く
ん
は
「
あ

り
が
と
う
。ま
た
来
て
ね
ー
」

と
ご
あ
い
さ
つ
。
咲
茉
ち
ゃ

ん
も
に
っ
こ
り
笑
顔
で
お
見

送
り
し
ま
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
、
愛
嬌

た
っ
ぷ
り
の
２
人
が
、
今
日

も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

「いろいろな世界を見て、たくさんの友達を作って
ほしい」と話すパパとママ。咲茉ちゃんの名前には、

「世界中どこでも覚えてもらえるように」という両
親の思いが込められています。

平成 26 年１月生まれ
～上ノ上　
陽
よ う

介
す け

さん・真
ま

莉
り

さん夫婦の長女

岩﨑　咲
え

茉
ま

　ちゃん

大好きなパパ、ママ、お兄ちゃんと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

平
成
24
年
度
か
ら
町
教
育
委
員
会

で
は
、
県
教
育
委
員
会
の
委
託（
文

部
科
学
省
再
委
託
）を
受
け
、
英
語

指
導
力
向
上
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
拠
点
校
と
し
て
東
中
を
指
定
し
、

町
内
外
の
７
小
中
学
校
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
教
員
の
指
導
力
と
生
徒

の
英
語
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
12
月
12
日
に
は
、
同
校
で
授

業
を
公
開
し
、
県
内
外
か
ら
教
育
関

係
者
約
80
人
が
参
観
し
ま
し
た
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
｜
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
活
用

し
た
授
業
の
展
開
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
校
の
渡
部
真
喜
子
教
諭
が
３
年
生

に
授
業
を
実
施
。
日
本
語
を
一
切
話

さ
ず
、
す
べ
て
英
語
の
授
業
に
、
驚

い
た
先
生
の
一
人
が
「
こ
こ
は
日
本

か
？
」
と
話
し
た
そ
う
で
す
。

　

同
校
で
は
普
段
か
ら
英
語
に
よ
る

授
業
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

３
年
生
は
40
人
中
、
半
数
以
上
の
21

人
が
英
語
検
定
３
級
を
取
得
。
準
２

級
は
３
人
、
２
級
が
１
人
と
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
緑
小
学
校
も
拠
点
校

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｃ
Ａ
Ｎ
｜
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

　

読
む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
な
ど
の
技

能
ご
と
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
生
徒
の
学
習
到
達
目
標
を
リ

ス
ト
化
し
た
も
の

   スクールトピックス

スキー大会で中高生が大活躍

・第 51 回東北中学校スキー大会（1 月 23 日～ 25 日、岩手県八幡
平市）
▶女子回転　６位　高橋星那
▶女子大回転　４位　高橋星那
▶男子距離リレー 20㌔　5 位　猪苗代中
▶女子距離リレー９㌔　９位　猪苗代中

・第 60 回県高校体育大会スキー大会（１月 14 日～ 16 日）
▶男子距離クラシカル 10㌔
　２位　鈴木蓮（会津工業高２年、東中卒）
▶男子大回転
　優勝　長谷部尚仁（猪苗代高３年）　３位　高橋海里（同２年）
▶男子距離リレー 40㌔　優勝　猪苗代高
▶男子回転
　優勝　長谷部宏仁（猪苗代高１年）　２位　坂本直俊（同３年）
　３位　長谷部尚仁
▶男子距離フリー 10㌔　２位　鈴木健大（猪苗代高３年）
●第 37 回東北高校スキー選手権大会（１月 24 日～ 25 日、青森
県大鰐町）
▶男子大回転　優勝　長谷部尚仁　９位　坂本直俊
▶男子回転　６位　長谷部宏仁

　１月に入り、県内のスキー場やクロスカントリースキーコースでは、
次々とスキー大会が開催されています。選手の皆さんの素晴らしい成
績の一部を紹介します（成績上位者多数のため、３位までの紹介とし
ます。敬称略）。

・第 57 回県中学校体育大会スキー競技大会（1 月 13 日～ 15 日）
▶男子距離フリー５㌔
　優勝　一ノ瀬和成（東中３年）　３位　長峰悠真（猪苗代中３年）
▶女子距離フリー３㌔
　優勝　小林萌 （々猪苗代中３年）　２位　鈴木真奈（同２年）
▶女子回転
　２位　髙橋星那（東中３年）　３位　伊藤睦（猪苗代中２年）
▶男子距離クラシカル５㌔
　優勝　一ノ瀬和成　２位　阿部直希（猪苗代中３年）
▶女子距離クラシカル３㌔
　優勝　小林萌々　３位　土屋菜奈（猪苗代中２年）
▶男子大回転　２位　渡部大輝（東中３年）
▶女子大回転　優勝　半澤ひなた（東中２年）　３位　伊藤睦
▶男子距離リレー 20㌔　優勝　猪苗代中
▶女子距離リレー９㌔　優勝　猪苗代中

県中体で三冠を達成した小林萌 （々右）

県中体でフリーと
クラシカルの２種
目を制した一ノ瀬
和成

県中体の女子距離
リレーで優勝した
猪苗代中（左から
土 屋 菜 奈、 小 林
萌々、鈴木真奈）

県中体の男子距離
リレーを制した猪
苗代中（左から青
木剛、阿部直希、
長峰悠真、波多野
寛大）

県中体の女子大回
転で初優勝を果た
した半澤ひなた

県中体女子回転で
２位の高橋星那。
東北大会では２種
目入賞の活躍を見
せた

「ここは日本？」
公開授業の様子。生
徒たちが生き生きと
授業に臨んでいて、

「英語が好き」とい
う生徒が多いのもう
なずけます

東中の英語教育

県教育委員会委託
英語指導力向上事業指定校

※
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ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
、
再
度

丁
寧
な
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
園
児
募
集
前
の
12
月
中
に
保
護

者
向
け
説
明
会
を
町
内
８
カ
所
に
お

い
て
合
計
９
回
の
説
明
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
12
月
の
説
明
会
で

は
、
前
回
都
合
で
お
越
し
い
た
だ
け

な
か
っ
た
方
に
対
し
て
も
、
入
園
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
な
ど
の
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意

見
や
要
望
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
最
も
良
い
か
た
ち
で
開
園

が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り

園
児
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
不
安
や

負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課　

こ
ど
も
園
係

☎（
66
）２
１
２
７

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
は
、

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び
い

な
、
和
み
い
な
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受

け
付
け
ま
す
）。

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

町
民
意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
と
回
答

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
他
の

自
治
体
で
特
産
品
を
納
税
者
に
送
る

な
ど
し
て
大
成
功
し
て
い
る
例
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
ま
ね
で
も
何
で
も
い

い
か
ら
早
く
実
行
す
べ
き
。

【
回
答
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
は
、

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
有

意
の
寄
付
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、
特
典（
特
産
品
な
ど
）

の
お
徳
感
だ
け
が
一
人
歩
き
を
し
て

い
る
情
報
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
す
る
と
、
ご
指
摘
の
よ
う

に
対
応
が
遅
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
総
務

省
か
ら
の
通
達
を
順
守
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

節
度
を
守
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に

対
す
る
感
謝
と
今
後
も
ご
縁
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
の
意
を
込
め
た

も
の
と
す
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
て
、

実
施
を
目
標
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

※
総
務
省
は
、『「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制

度
」（
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」）

に
係
る
事
務
の
取
扱
に
つ
い
て
』
に
お

い
て
、
各
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
に

対
し
、
左
記
の
と
お
り
留
意
事
項
を
通

知
し
て
お
り
ま
す
。

・
特
産
品
等
の
送
付
に
つ
い
て
は
、
適

切
に
良
識
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と

（
一
部
抜
粋
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎（
62
）２
１
１
２

●
猪
苗
代
駅
前
駐
輪
場
を
毎
朝
除
雪

し
て
ほ
し
い

【
ご
意
見
】

　

猪
苗
代
駅
前
駐
輪
場
を
冬
期
間
も

ず
っ
と
使
用
し
て
い
ま
す
。
必
ず
毎

朝
の
雪
か
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　

猪
苗
代
駅
前
駐
輪
場
の
冬
期
間
の

ご
利
用
に
際
し
、
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
お
り
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

同
駐
輪
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
か
ら
12
月
ま
で
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
管
理
業
務
を
委
託
し
、

駐
車
車
輌
の
整
理
整
頓
、
駐
輪
場
の

清
掃
な
ど
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
「
冬
期
間
の
毎
朝
の
除
雪
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
毎
朝
の
除
雪
対
応
は

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

●
和
み
い
な
の
清
掃
な
ど
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

せ
っ
か
く
の
新
し
い
建
物
な
の

に
、
ト
イ
レ
の
洗
面
所
な
ど
の
清
掃

が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
き
れ
い
に

保
た
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
付
に
２
人
座
っ
て
い
る

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

【
ご
意
見
】

　

和
み
い
な
は
、
図
書
館
と
歴
史
情

報
室
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
歴
史
情
報
室
の

案
内
や
図
書
な
ど
の
選
書
、
受
け
入

れ
、
検
索
な
ど
、
貸
し
出
し
や
返
却

の
他
に
も
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
処
理

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
棚

へ
の
資
料
の
返
却
と
来
館
者
へ
の
総

合
案
内
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
の
で
、

基
本
的
に
２
人
で
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ト
イ
レ
の
洗
面
所
の
清
掃
に
つ
き

ま
し
て
は
、
朝
の
清
掃
で
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
利
用
者
の
状
況

に
よ
り
ま
し
て
は
、
汚
れ
が
残
る
こ

と
も
あ
り
、
清
掃
が
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

意
見
箱

来
年
度
の
歳
入
減
に
な
っ
て
し
ま
う

な
ど
、
課
題
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
施
設
優
先
な
の
か
、
子
ど
も

た
ち
優
先
な
の
か
、
再
度
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
開
催
方
法
な
の

で
す
が
、
少
し
乱
暴
な
や
り
方
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

来
年
度
の
入
園
対
象
児
世
帯
は
把

握
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
説
明
会
の
前
に
意
見
交
換
会
な

ど
を
開
催
し
、
保
護
者
や
町
民
の
声

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

説
明
会
で
の
こ
と
は
決
定
事
項
と

し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に

私
た
ち
の
声
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。「
住
民
と
の
協
働
」は
ど
こ

へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
保
護
者
は
幼
稚
園
と
の
信

頼
関
係
の
下
に
子
ど
も
た
ち
を
預
け

て
お
り
ま
す
。
現
状
に
お
い
て
は
、

信
頼
関
係
も
築
け
ず
、
子
ど
も
た
ち

を
預
け
る
こ
と
も
不
安
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

今
後
は
各
地
区
一
回
の
み
の
説
明

会
実
施
に
よ
り
、
住
民
と
の
合
意
形

成
は
図
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
乱
暴
な

や
り
方
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

面（
保
護
者
会
、
地
元
住
民
、
教
育

現
場
な
ど
）か
ら
の
意
見
を
吸
い
上

げ
な
が
ら
、
子
ど
も
園
整
備
事
業
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

丁
寧
な
説
明
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

と
の
協
議
・
検
討
を
図
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】

　
（
仮
称
）
川
西
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

着
工
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

冬
季
に
入
り
完
成
予
定
が
大
幅
に
遅

れ
る
見
込
み
で
す
。
入
園
を
希
望
し

て
い
た
園
児
・
保
護
者
の
方
々
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

10
月
に
町
内
５
カ
所
に
お
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、

建
物
の
完
成
時
期
が
明
確
に
で
き
な

い
こ
と
や
ご
指
摘
の
よ
う
に
開
園
の

時
期
に
つ
い
て
心
配
の
お
声
を
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
園
の
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
よ
る
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、
年
度
途
中
で（
仮
称
）川

西
認
定
こ
ど
も
園
に
移
る
こ
と
に
は

賛
同
し
か
ね
る
と
い
う
ご
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
開
園
時
期
に

つ
い
て
平
成
28
年
４
月
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
保
護
者
の
方
々
の
意
見
・

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
補
助
制
度
や

認
可
申
請
に
お
け
る
確
認
な
ど
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

平
成
27
年
度
の
開
園
を
延
期
し
て
各

園
で
卒
園
を
迎
え
る
と
い
う
方
針
に

な
り
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

開
園
は
平
成
28
年
４
月
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
国
の

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が

に
、
館
内
に
目
を
配
り
、
適
宜
、
清

掃
を
行
い
、
清
潔
に
保
つ
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

図
書
歴
史
情
報
館
係

☎（
23
）７
８
５
５

●
和
み
い
な
に
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し
い

【
ご
意
見
】

　

和
み
い
な
に
公
共
の
パ
ソ
コ
ン
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
お
金
が
掛

か
っ
て
も
い
い
の
で
印
刷
も
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　

図
書
館
で
は
、
個
人
の
責
任
に
お

い
て
、
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
公
共
の
パ

ソ
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
方
々
が
安
全
に
安
心
し
て
使
う

に
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
決
め
を
す

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
か
を
考
慮
し
た
上
で
、
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
連
動
し
た
プ

リ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

著
作
権
法
第
31
条
に
、
公
共
図
書
館

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
複
写
に
つ
い

て
の
規
定
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
情
報（
ペ
ー
ジ
）は
、
町
図

書
館
の
所
蔵
資
料
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト（
複
写
）が

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
設

置
し
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

図
書
歴
史
情
報
館
係

☎（
23
）７
８
５
５

●
川
西
こ
ど
も
園
の
開
園
時
期
な
ど

に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

私
た
ち
夫
婦
に
は
、
現
在
年
中
の

幼
稚
園
児
が
お
り
ま
す
。
来
年
度
は

年
長
に
な
り
ま
す
。

　

先
日
、
川
西
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
日
出
席
し
た
方
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
来
年
度
当
初
か
ら
の
入
園
は

延
期
と
な
り
、
２
学
期
か
ら
の
入
園

と
な
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考

え
れ
ば
、
２
学
期
か
ら
の
入
園
で
は

適
応
で
き
な
い
子
も
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
、
本
当
に
２
学
期
か
ら
入

園
で
き
る
の
か
、
も
し
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
半
年
に
満
た
な
い
期
間

の
入
園
で
は
思
い
出
も
薄
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
へ
の
入
園
を
、
平
成
28

年
４
月
に
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
た
建
築
工

事
と
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
補
助
制
度
の
こ
と
や
、

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

※
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②
町
企
画
財
務
課
企
画
調
整
係

③
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

会
事
務
局

▼
申
請
窓
口　

企
画
財
務
課

▼
結
果
通
知　

５
月
下
旬
予
定

▼
留
意
事
項　

事
業
に
つ
い
て
は
、

単
年
度
で
終
了
す
る
も
の
と
し
ま
す

　

補
助
該
当
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２　

ま
た
は

・
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

会
事
務
局　

☎（
24
）６
３
１
２

町
の
将
来
を
決
定
す
る
場

３
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

　

議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
役
場
３

階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍
聴
席

入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

３
月
２
日（
月
）

※
一
般
質
問
は
５
日（
木
）、
６
日

食
を
学
び
楽
し
く
健
康
づ

く
り
！
食
改
さ
ん
募
集
！

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私
達

の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
食
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
が
開

催
す
る
講
座
を
１
年
間
受
講
す
る
と
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
健
康
の
基
本
で
あ
る

「
食
」
を
中
心
に
講
義
や
調
理
実
習

な
ど
を
通
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

自
分
が
動
く
こ
と
で
誰
か
が
健
康

に
な
れ
る
、
素
敵
な
や
り
が
い
の
あ

る
活
動
で
す
。
ま
ず
は
自
分
の
た
め

に
、
そ
し
て
家
族
、
地
域
み
ん
な
の

た
め
に
健
康
づ
く
り
の
勉
強
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
人（
平
日
の

日
中
研
修
会
に
参
加
で
き
る
人
）

▼
受
講
期
間　

平
成
27
年
４
月
～
平

成
28
年
３
月（
月
１
回
程
度
）

▼
研
修
内
容

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
講
義
、
調

理
実
習
、
運
動
な
ど

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

３
月
20
日（
金
）ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

町
教
育
委
員
会
臨
時
職
員

お
よ
び
嘱
託
員

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
と
嘱
託
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

　

募
集
一
覧（
下
表
）の
と
お
り

▼
資
格
要
件　

募
集
一
覧
の
と
お
り

▼
勤
務
条
件

・
生
涯
学
習
課
臨
時
職
員
に
つ
い
て

は
、
猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等

に
関
す
る
規
則
に
よ
る
。

・
教
育
総
務
課
お
よ
び
こ
ど
も
課
嘱

託
員
は
、
猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用

等
に
関
す
る
規
則
に
よ
る
。

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
２
月
26
日（
木
）

ま
で
に
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
履
歴
書
は
各
担
当
課
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

◎
日
時　

２
月
28
日（
土
）
午
前
９

時
か
ら

◎
場
所　

町
役
場
３
階　

委
員
会
室

▼
雇
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
２
日

～
平
成
28
年
３
月
31
日

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

そ
れ
ぞ
れ
募
集
一
覧
の
と
お
り

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り

実
践
団
体
に
補
助
金
交
付

　

全
会
津
17
市
町
村
等
で
構
成
し
て

い
る
「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

協
議
会
」
で
は
、
地
域
づ
く
り
・
人

づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
実
践
す
る

団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト
事

業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
募
集
期
間　

２
月
25
日（
水
）～

３
月
18
日（
水
）

▼
補
助
金
額　

最
大
50
万
円
（
補
助

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

▼
対
象
事
業

　

広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る
ソ
フ

ト
事
業
、
地
域
の
特
色
・
特
徴
を
出

し
た
ソ
フ
ト
事
業
、
地
域
間
交
流
に

つ
な
が
る
ソ
フ
ト
事
業　

な
ど

▼
申
請
書
の
入
手
方
法

①
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
あ
い
づ
」

http://w
w

w
.aizu-furusato.com

募
　
集

議
　
会

（
金
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
注
意

　

大
気
中
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
５
月
ま
で
数
値
が
高

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
県
内
の

観
測
局
９
カ
所
の
い
ず
れ
か
で
基
準

値
を
超
え
た
場
合
、
県
で
は
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
県
内
全
域
に
注

意
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
防
災
無
線
に

よ
り
次
の
点
に
注
意
し
て
行
動
し
て

い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
ま
す
。
慌

て
ず
、
冷
静
に
行
動
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

・
不
要
不
急
の
外
出
は
、
で
き
る
だ

け
控
え
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
外
出
時
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
て

く
だ
さ
い
。

・
体
の
弱
い
人
や
病
気
の
人
、
小
児
、

高
齢
者
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　

   春の全国火災予防運動

　まだまだ寒さが厳しく、家庭や職場ではストーブなどの暖房器具など
火を使用する機会が多いことでしょう。この時期は空気が乾燥しており、
ちょっとした不注意から火災が発生しやすくなります。火の取り扱いに
は十分注意し、火の用心を心掛けましょう。

火災予防の 3 つの習慣と４つの対策を実施しましょう。
 3 つの習慣

・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
 ４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
問猪苗代消防署　　☎（62）4433

全国統一防火標語

「もういいかい   火を消すまでは   まあだだよ」

３/ １（金）～７（土）

№ 職　種　等 資　格　要　件 勤務時間 勤務場所 募集人数

1 図書歴史情報館管理業務 自動車普通免許がある人 １日 町図書歴史情報館 1 人

生涯学習課臨時職員　　　問生涯学習課　図書歴史情報館係（町図書歴史情報館内）　☎（23）7855

№ 職　種　等 資　格　要　件 勤務時間 勤務場所 募集人数

1 学校司書補 自動車普通免許がある人で学校に通勤できる人
平成 28 年３月 31 日現在で満 65 歳以下の人

半日
（午後のみ） 町立小、中学校 1 人

2 特別支援員
自動車普通免許がある人で学校に通勤できる人
特別支援員の経験者または教員免許がある人
平成 28 年３月 31 日現在で満 65 歳以下の人

１日
（７時間勤務） 町立小、中学校 1 人

№ 職　種　等 資　格　要　件 勤務時間 勤務場所 募集人数

1 幼稚園施設管理業務
（用務員）

自動車普通免許がある人で幼稚園に通勤できる人
平成 28 年３月 31 日現在で満 65 歳以下の人

１ 日（ ２ 幼 稚 園
を午前、午後の
半日ずつ勤務

町立幼稚園 1 人

教育総務課嘱託員　　　問教育総務課　教育総務係　☎（62）5677

こども課嘱託員　　　問こども課　こども園係（さくらこども園内）　☎（66）2127

【町教育委員会臨時職員・嘱託員募集一覧】

健
　
康
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

月　日 曜日 時　間 会　場 対　象　地　区

2 月 12 日 木   9:30~11:00 役場３階正庁 上ノ上　　仁蔵
13:00~16:00 五十軒　　下舘

2 月 13 日 金   9:00~11:00 ↓ 荻窪　　　伯父ケ倉　　沼ノ倉
13:00~15:30 桜ケ丘　　渋谷

2 月 16 日 月   9:45~11:00 翁島地区 三城潟　　行津桜川　　西真行　　　大在家
13:00~15:30 コミュニティセンター 不動　　　磐根　　　　翁島駅前　　翁島行政区外

2 月 17 日 火   9:00~11:00 ↓ 新在家　　蟹沢・長浜　　土田
13:00~15:00 西久保　　東南真行　　　戸ノ口・三本木・金子沢

2 月 18 日 水   9:45~11:00 月輪地区 都沢　　　川崎　　松橋浜
13:00~15:30 コミュニティセンター 関脇　　　松橋　　中目

2 月 19 日 木   9:30~11:00 ↓ 壺下　　　田子沼
13:00~15:30 山潟　　　夷田　　　月輪行政区外

2 月 20 日 金   9:30~11:00 ↓ 金曲（１～５組）　　  小平潟　　湊志田
13:00~15:00 金曲（６～ 13 組）　　上戸　　上戸駅前

2 月 23 日 月   9:45~11:00 猪苗代町防災センター 白津　　　道下
13:00~15:30 幸野　　　東舘　　　長瀬行政区外

2 月 24 日 火   9:30~11:00 ↓ 川桁（１～ 11 組）　　 曲淵
13:00~15:00 川桁（12 ～ 22 組）　　新屋敷

2 月 25 日 水 10:00~11:00 中ノ沢体育館 中ノ沢　　達沢
13:00~15:00 大原　　　沼尻駅前　　沼尻温泉　　高森

2 月 26 日 木   9:45~11:00 樋ノ口多目的集会所 樋ノ口（１～６組）　　  白木城　　小水沢
13:00~15:30 樋ノ口（７～ 12 組）　　名家　　　木地小屋　　蒲谷地

2 月 27 日 金   9:30~11:00 ↓ 小田（１～５組）　　  田茂沢　　市沢　　吾妻行政区外
13:00~15:00 小田（６～ 10 組）　　酸川野　　金堀

3 月 1 日 日   9:00~11:00 役場３階正庁 全地区を対象としますが、お仕事などで平日に来られない人のみとします。
13:00~16:00 「日曜申告相談会」 ※大変混み合いますので、上記以外の人はご遠慮願います。

3 月 2 日 月   9:00~11:00 役場３階正庁 新北町　　　内野
13:00~16:00 古城町　　　スキー場

3 月 3 日 火   9:00~11:00 ↓ 千代田　　　相名目
13:00~16:00 今泉　　　　長坂

3 月 4 日 水   9:00~11:00 ↓ 西館　　　　本町
13:00~16:00 旭町　　　　富永

3 月 5 日 木   9:00~11:00 ↓ 烏帽子　　　北高野　　　千里行政区外
13:00~16:00 六角　　　　入江

3 月 6 日 金   9:00~11:00 ↓ 志津　　　　砂川　　　　猪苗代行政区外
13:00~16:00 神明町　　　千貫　　　　牛沼

3 月 9 日 月   9:00~11:00 ↓ 上新町　　　明戸
13:00~16:00 新町い　　　見祢

3 月 10 日 火   9:00~11:00 ↓ 新町ろ　　　土町　　　　川上
13:00~16:00 扇田　　　　葉山　　　　天鏡台温泉

3 月 11 日 水   9:00~11:00 ↓ 八千代　　　見祢山
13:00~16:00 堤埼　　　　九軒町

3 月 12 日 木   9:00~11:00 ↓ 名古屋町　　水沢
13:00~16:00 蜂屋敷　　　百目貫

3 月 13 日 金   9:00~11:00 ↓ 釜井　　　　打越　　　　新堀向
13:00~16:00 廻谷地　　　半坂

3 月 16 日 月   9:00~11:00 ↓ 祢次　　　　四ツ谷
13:00~15:00 島田　　　　中町

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

３
月
５
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
平
成
26
年
第
83
号
「
平
成
26
年
第

７
回
猪
苗
代
町
議
会
臨
時
会
」（
総

務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
84
号
「
猪
苗
代
町
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
設
置
要
綱
」（
保
健
福

祉
課
社
会
福
祉
係
）

｢

税
に
関
す
る
習
字｣

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

　

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

毎
年
、
町
内
の
小
学
校
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
皆
さ
ん
に
、
税
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
と
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、「
税
に
関
す
る

習
字
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
合
計
３
６
０
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
各
学
年
の
特
選
２
点
、
準
特
選

４
点
、
佳
作
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、
２
月
12
日（
木
）

か
ら
３
月
27
日（
金
）ま
で
町
役
場

町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

収
納
係

☎（
62
）２
１
１
３

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
の
不
調
や
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
身
近
に
相
談

で
き
る
場
所
と
し
て
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
相
談
に
は
専
門

の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
予

約
も
可
能
で
す
。

▼
日
時　

２
月
26
日（
木
）

受
付　

午
前
９
時
15
分
～
午
前
11
時

30
分

▼
場
所　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

宮
澤　

重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

　

佐
藤　

明
さ
ん（
会
津
若
松
市
）

　

☎（
29
）６
６
３
３

▼
開
催
日
時　

２
月
18
日（
水
）、

　

３
月
18
日（
水
）

・
第
85
号
「
町
道
の
区
域
の
決
定
に

関
す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
第
86
号
「
町
道
の
区
域
の
変
更
に

関
す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
第
87
号
「
町
道
の
供
用
の
開
始
に

関
す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
平
成
27
年
第
１
号
「
公
売
通
知
書

の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」（
税
務
課

収
納
係
）

・
第
２
号
「
繰
上
徴
収
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納

係
）

・
第
３
号
「
交
付
要
求
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
係
）

公　

告

・
平
成
26
年
第
47
号
「
平
成
26
年
度

公
共
工
事
発
注
予
定
情
報
の
公
表
に

つ
い
て（
第
４
四
半
期
以
降
）」（
企

画
財
務
課
財
務
係
）

・
第
48
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
」（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
）

・
平
成
27
年
第
１
号
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
の
公
告
に
つ
い
て（
第

７
号
）」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
２
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

・
第
３
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

展
　
示

相
　
談

平成 26 年分申告相談会を下記のとおり実施します。
申告が必要な方は、指定された日時にお越しください。申告を忘れずに
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●受講料　無料
●募集期間　２月 16 日（月）～３月
13 日（金）
●選考日　３月 17 日（火）
●訓練期間　４月２日（木）～９月
30 日（水）
問会津職業能力開発促進センター
　開発援助課　☎（26）0520

　 職業訓練の施設見学会
　 「キャリアアップガイダンス」

　会津職業能力開発促進センターで
は、下記のとおり施設見学会を開催
します。
●開催日時　２月 23 日（月）、３月
９日（月）、23 日（月）
●内容　当センターで実施する「新
たな技能を習得するための職業訓
練」について内容を説明します。
●対象者　公共職業安定所に求職登
録している人で、職業訓練の受講が
望ましいと判断された人
●受講料　無料
問会津職業能力開発促進センター
　開発援助課　☎（26）0520

　 税理士記念日にちなみ
　 「税の無料相談」を開催

　毎年２月 23 日は税理士記念日で
す。会津若松税理士会では、記念日
にちなみ「税の無料相談」を実施し
ます。
　税に関するご質問やご相談をお受
けしますので、ぜひこの機会をご利
用ください（予約不要です）。
●開催日時　２月 23 日（月）　
午前 10 時～午後４時
●開催場所　アピオスペース　２階
研修室（会津若松市インター西 90）
●相談員　東北税理士会　会津若松
支部税理士
問東北税理士会　会津若松支部
　支部長　高久敏雄　☎（24）2411

    個人事業者の平成26年分
    消費税確定申告について

　平成26年４月１日から消費税（地
方消費税を含む）の税率は８％です。
　平成 26 年分（平成 26 年４月１
日を含む課税期間）の消費税および
地方消費税の確定申告書を作成する
ためには、帳簿などにおいて、課税
取引を適用税率ごとに区分して集計
する必要があります。
※ 消 費 税 法 の 改 正 内 容 に つ い て
は、国税庁ホームページ（www.nta.
go.jp）をご覧ください。

　 住宅購入者の負担軽減
　 制度「すまい給付金」

　「すまい給付金」は、消費税率の
引き上げ（平成 26 年４月１日）以降
に住宅を購入した人の負担を軽減す
る制度で、収入に応じて最大 30 万
円が給付されます。
　給付金を受けるには、収入金額な
どの要件があります。制度の詳しい
内容については、下記までお問い合
わせください。
問国土交通省　すまい給付金事務局

（ナビダイヤル）☎ 0570（064）186

　 自動車の登録・検査な
　 どの手続きはお早めに

　自動車の登録・検査手続きは、毎
年３月に集中し、窓口や車検場が大
変混雑します。名義や住所の変更、
廃車や車検などの手続きは２月中に
するなど、できるだけ早めに済ませ
ていただくようお願いします。
問東北運輸局　福島運輸支局
　登録関係　☎ 050（5540）2015
　検査関係　☎ 024（546）0342

　 自衛隊の幹部候補生と
　 予備自衛官補を募集

　防衛省では、自衛隊幹部候補生と
予備自衛官補を下記のとおり募集し
ます。
●募集項目　①幹部候補生（一般）
②幹部候補生（歯科・薬剤科）　③
予備自衛官補（一般）　④予備自衛
官補（技能）
●受験資格　① 22 歳以上 26 歳未
満の者　②専門の大卒で 20 歳以上
30 歳未満の者　③ 18 歳以上 34 歳
未満の者　④ 18 歳以上で国家免許
資格などを有する者
●受付期間　①②３月１日（日）～
５月１日（金）③④１月８日（木）
～３月 24 日（火）
●試験期日　①５月 16 日（土）、17
日（日）※ 17 日は飛行要員のみ　
②５月 16 日（土）　③④４月 10 日

（金）～４月 14 日（火）　※いずれか
１日を指定されます。
問自衛隊福島地方協力本部
　会津若松出張所　☎（27）6724

　 大学などの卒業予定者
　 対象の県内企業説明会

　平成 28 年３月に大学などを卒業
予定の人を対象に、県内企業の説明
会「ふくしま大卒等ジョブフェア」
を開催します。
　事前申し込みは不要です。お気軽
にお越しください。

●対象者　平成 28 年３月に大学院、
大学、短期大学、高等専門学校、専
修学校などを卒業予定の人
●開催日　３月 19 日（木）
午前 10 時 30 分～午後４時
●内容および時間
　事業所のブースにおいて人事担当
者の事業・職務内容の説明、今後の
採用計画などの情報提供、ハロー
ワークなど各機関による職業相談・
情報提供などを行います。
・オリエンテーション　午前 10 時
30 分～午前 11 時 40 分
・事業所ＰＲタイム　午前 11 時 50
分～午後０時 40 分
・合同企業説明会　午後１時 30 分
～午後４時
●場所　ビッグパレットふくしま

（郡山市南二丁目 52 番地）
※県内企業 170 社が参加予定

（参加事業所は開催１週間前までに、
福島労働局ホームページ上で公開し
ます）
問福島労働局　職業安定課
　☎ 024（529）5396

　 就職に向けて技能習得
　 職業訓練の受講生募集

　会津職業能力開発促進センターで
は、下記のとおり職業訓練生を募集
します。
● 募 集 訓 練 科 名　 建 築 Ｃ Ａ Ｄ リ
フォーム技術コース
●対象者　公共職業安定所に求職登
録している人で、職業訓練の受講が
望ましいと判断された人
●募集定員　18 名

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 26 年 12 月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！家族や警察官、銀行協会職
員などを装い、お金をだまし取る詐欺が増えています。
話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があったと
きは、すぐに家族、知人か警察（110 番）に相談して
ください。

◎夜間・早朝に路面が凍結し始めスリップ事故が多発
しています。スリップ事故を防ぐために①速度は控え
めに②「急」のつく運転はしない③時間にゆとりを持っ
た運転を心掛けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 26 年 平成 25 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 56 56  0        0.0
磐 　 梯 　 町 13 19 -6     -31.6
裏 　 磐 　 梯 6 11 -5     -45.5

　　　計 75 86 -11     -12.8

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
26 年 25 年 26 年 25 年 26 年 25 年

窃盗犯計 31 42 11 16 5 10
空き巣 2 2 1
金庫破り 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 1 1 1
倉庫荒らし 3 1 4
侵入盗その他 4 3 2
置引き 2 5 1
車上ねらい 2 3 1 1 5 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい 1
万引き 3 6
職場ねらい 1 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 6 11 4
非侵入盗その他 10 11 3 2 2
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 1 2
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 6 3 1 1
詐欺・横領 7 4 1 1

遺失物等横領 2
器物損壊 7 5 1

その他の刑法犯 5 1 1
総　計 56 56 13 19 6 11
増　減 0 -6 -5

死亡事故 1 2 0 0 0 0
増　　減 -1 0 0
人身事故 78 69 20 17 3 5
増　　減 9 3 -2

税　　金就　　職

相　　談

町の人口

  今月の納期
 （納期限３月２日）

●固定資産税　４期分
●国民健康保険税 ８期分
●介護保険料    ８期分
●後期高齢者
　医療保険料    ７期分
●上下水道使用料 ２月分

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

 27 年 1 月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,971 人
　　世帯数　　　  5,041 戸
　　出生　12 人　  転入　 22 人
　　死亡　19 人  　転出　 27 人

暮らしの情報広場

毎週火曜日、午後７時まで
窓口業務の時間を延長しています

町では、町民の皆さんの利便性向上を
図るため、毎週火曜日、午後７時まで
住民票・税証明発行などの窓口業務の
時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111
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お悔やみ申し上げます
（12 月 15 日～１月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

長谷川一江 84 一江 桜ケ丘

鈴木キミイ 81 吉行 土田

皆川　良江 95 良江 名古屋町

西館　賢一 82 賢一 堤崎

佐藤　イワ 92 イワ 白津

宗像　敬子 85 晴枝 千代田

鈴木　シズ 96 吉信 土田

渡部　敏彦 86 寛 戸ノ口・三金

野口スイ子 84 スイ子 三城潟

五十嵐ヒサ 96 ヒサ 下舘

井田ヨシ子 92 ヨシ子 樋ノ口

佐々木　豊 84 豊 三城潟

笠間　嘉孝 61 嘉孝 壺下

鈴木　清野 89 伸行 西久保

佐藤　忠甫 90 忠甫 桜ケ丘

磯谷　吾妻 85 吾妻 川上

吉田　國雄 78 國雄 桜ケ丘

佐藤　礼子 63 礼子 小平潟

土屋　英夫 97 榮一 行津桜川

佐藤　征夫 71 征夫 新屋敷

大島百合子 89 百合子 下舘

玉根　訓子 87 吉利 沼尻駅前

渡部　サク 91 利夫 白津

岡田　キヱ 87 三代吉 扇田

お知らせ
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Our  Museum
みんなの美術館

２月は緑小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　ちりめんじゃこや小松菜はカルシウムを多く含むため、骨粗しょう症予防につながります。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 212

【材料】４人分
スパゲッティ  240㌘・納豆  ４パック・ちりめんじゃこ  
40㌘・小松菜  1/2 束・大根おろし  800㌘・オリーブオ
イル  大さじ１・ゆずの皮  少々・ゆず果汁  少々

【作り方】
① オリーブオイルを熱したフライパンでちりめんじゃ
こをカリカリになるまで炒める。ゆでた小松菜は３㌢ほ
どの長さに切っておく。
② ゆでたスパゲッティの上に、水気をよく切った大根
おろしと納豆、①を盛り付ける。
③ 千切りにしたゆずの皮をちらし、ゆず果汁をかけて
出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 358㌔㌍、塩分 0.7㌘

納豆とちりめんじゃこの
和風パスタ

（骨粗しょう症予防メニュー）

古川　大
た い

雅
が

さん（３年）

「かみなりだらけの木」

クレヨンで色を塗った上から黒
い絵の具を塗り、削って描きま
した。クレヨンでどう塗るか悩
んだけど、きれいな色が出まし
た。下のかみなりの模様が特に
気に入っています。

「１２年後のわたし」

お気に入りのキッチンは、使い
込んだ感じになるよう色を塗り、
細かいところまで丁寧に作りま
した。将来は、人を笑顔にでき
るような、おいしい料理を作る
コックさんになりたいです。

佐藤　愛
あ い

華
か

さん（６年）


